
専門学校麻生工科自動車大学校　シラバス

言語

情報

知的

技能

運動

技能

態度

意欲
その他

○

○

○

回数

1～11

12～

52

53～

61

62～
83

84～

86

87～

105

106～

120

履修上の注意

評価方法

(1)小テストを２回実施する。　(2)期末試験（筆記）を実施する。
以上を下記の観点・割合で評価する。
成績評価は、学生便覧に則り行う。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

期末試験 ○

小テスト ○ ○

授業計画

テキスト・教材
参考図書

基礎自動車工学

対象学科・学年 国際自動車整備科１年

授業概要

自動車についての概要、構造、材料、機械的要素、燃料及び潤滑剤、自動車の諸元についての基礎を学
ぶ。国際自動車整備科の学生が自動車及び整備技術を学んでいく中で日常会話では使われない自動車特
有の専門用語の理解をするために、漢字、カタカナの読み方からスタートし、次年度三級整備士の教科書を
学ぶ上でスムーズに学習することの出来る知識の習得を目指す。

学習目標
（到達目標）

教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

目標

自動車の構造等について理解し、簡単な説明をすることが出来る。

自動車の各部品、材料、燃料等について、その役割を理解し、簡単な説明をすることが出来る。

教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

授業項目・内容

自動車の概要

科目名 自動車の基礎（工学編）

科目名（英） Basic automotive engineering（Basic knowledge）

単位数

※　主たる方法：○　　その他：△講義： ○ 演習： 実習： 実技：

８単位 時間数 １２０時間 担当者 西村　英功

２０２２年度 実施時期 通年実施年度

授業形式

○ 60%

40%

担当者実務経験 自動車販売店にて整備士として勤務

授業外学修指示

自動車整備用語の理解を高め、整備士養成課程の教科書に対応できる語彙力を身に付ける。

自動車の構造

自動車の材料

自動車の機械的要素

燃料及び潤滑剤

基礎的な原理・法則

自動車の諸元



専門学校麻生工科自動車大学校　シラバス

言語

情報

知的

技能

運動

技能

態度

意欲
その他

○

○

○

回数

1～6

7～45

46～

66

67～
85

86～

90

91～

94

95～

100

101～

104

105～

109

110～
112

113～

120

40%

基礎整備作業（昇降作業）

基礎整備作業（エア・コンプレッサ）

60%

教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

授業外学修指示

○

教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

科目名 自動車の基礎（整備編）

科目名（英） Basic automotive engineering（Tools and maintenance equipment）

単位数 ８単位 時間数 １２０時間 担当者 西村　英功

２０２２年度 実施時期

授業概要

自動車の整備作業は、自動車の安全に対する信頼性を回復、維持させることを目的としており、保安の確
保と公害の防止に貢献している。この授業では整備の基礎知識を学び、基礎整備作業をしていく中で使用
する様々な工具、整備設備の用途を理解し、構造・機能を知り、実際に整備工具・機器の正しい取り扱いが
出来るように知識の習得を目指す。

学習目標
（到達目標）

教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

これまでの授業の総復習を行っておくこと

教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

目標

自動車整備の目的、安全作業の心得を理解し、作業時の安全確保に努めることが出来る。

整備するための工具、機器類の用途、構造・機能を理解し、正しい取り扱いが出来る。

自動車整備用語の理解を高め、整備士養成課程の教科書に対応できる語彙力を身に付ける。

授業項目・内容

整備の基礎知識について

基礎整備作業（測定作業）

基礎整備作業（エンジン点検作業）

基礎整備作業（シャシ点検作業）

基礎整備作業（充電作業）

基礎整備作業（清掃・洗浄作業）

基礎整備作業（給油作業）

基礎整備作業（基本作業）

実施年度

教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

※　主たる方法：○　　その他：△講義： ○ 演習： 実習： 実技：授業形式

授業計画

テキスト・教材
参考図書

基礎自動車整備作業

基礎整備作業（その他点検作業）

対象学科・学年 国際自動車整備科１年

通年 担当者実務経験 自動車販売店にて整備士として勤務

履修上の注意

評価方法

(1)小テストを２回実施する。　(2)期末試験（筆記）を実施する。
以上を下記の観点・割合で評価する。
成績評価は、学生便覧に則り行う。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

期末試験 ○

小テスト ○ ○



専門学校麻生工科自動車大学校　シラバス

言語

情報

知的

技能

運動

技能

態度

意欲
その他

○ ○

○

回数

１，２ 社会人としての心得（企業と個人、社会生活の中のきまり、職業人としての自覚）

３，４ 社会人としての心得（職業人としての自覚）

５，６ 働く上での心構え（人間関係）

７，８ 整備事業場の仕事（点検整備の実施、故障者の整備、環境、お客様の良い相談相手）サービス精神

９，１０ 接客応対の基本（身嗜み、礼儀作法、挨拶）

11，

12 接客応対の基本（会話のマナー、敬語）

１３，

１４ 接客応対の基本（来客応対のマナー、名刺交換）

１５，

１６ 接客応対の基本（電話応対）

１７，

１８ 接客応対の基本（電子メール）

１９，
２０ 整備業界とその関係業界（総整備売上高、生産性、労働条件、課題）

２１，

２２ 整備業界とその関係業界（自動車整備業界の団体）

２３，

２４ 整備業界とその関係業界（メーカー、ディーラー、）

２５，

２６ 自動車とその関係制度（自動車の製造、検査・登録、整備）

２７，

２８ 自動車とその関係制度（自動車整備士の資格、技能登録試験、法律）

２９，

３０
仕事と生きがい（働く喜び、仕事の誇り、良い趣味、自己啓発）

○ 演習：

学習目標
（到達目標）

目標

仕事をする社会人としての心得、心構えを身に付け、整備士としての働き方を表現できる。

国際自動車整備科１年

授業概要
自動車整備士として働く上で必要となる知識・教養を学び、接客応対の基本を理解し身に付ける。
また整備業界、関係業界も含め、幅広く知った中で、整備士という仕事の役割の理解を深め、社会人として働く
意味、意義への理解を高める。

学科教本の該当範囲を事前に読んでおくこと

２０２２年度 実施時期 通年 担当者実務経験 自動車販売店にて整備士として勤務

実習： 実技： ※　主たる方法：○　　その他：△授業形式 講義：

学科教本の該当範囲を事前に読んでおくこと

学科教本の該当範囲を事前に読んでおくこと

学科教本の該当範囲を事前に読んでおくこと

授業外学修指示

科目名 キャリア教育

科目名（英）

単位数 ２単位 時間数 ３０時間 担当者 西村　英功

実施年度

対象学科・学年

知的技能

整備士としての接客応対の基本を学び、礼儀挨拶を実践出来る。

テキスト・教材
参考図書

自動車整備業従業員 新人講習テキスト　（日本自動車整備商工組合連合会）

運動技能 態度・意欲

授業計画

学科教本の該当範囲を事前に読んでおくこと

学科教本の該当範囲を事前に読んでおくこと

学科教本の該当範囲を事前に読んでおくこと

学科教本の該当範囲を事前に読んでおくこと

学科教本の該当範囲を事前に読んでおくこと

学科教本の該当範囲を事前に読んでおくこと

学科教本の該当範囲を事前に読んでおくこと

履修上の注意

その他 評価割合

出席状況・授業態度 〇 100%

評価方法

出席状況・授業参加への積極性・意欲で評価する。
成績評価基準は、Ｒ（６０点以上）・D（59点以下）とする。

言語情報

学科教本の該当範囲を事前に読んでおくこと

学科教本の該当範囲を事前に読んでおくこと

学科教本の該当範囲を事前に読んでおくこと

学科教本の該当範囲を事前に読んでおくこと

授業項目・内容



専門学校麻生工科自動車大学校　シラバス

言語

情報

知的

技能

運動

技能

態度

意欲
その他

○

○

○

○

○

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

科目名 日本語ⅠC（聴解・N２前半）

科目名（英）

単位数 ２/６単位 時間数 ３０/９０時間 担当者 日本語科教員

実施年度 ２０２２年度 実施時期 後期 担当者実務経験

対象学科・学年 国際自動車整備科１年

授業概要
JLPTの問題形式に合わせて、それぞれに必要なスキルを学ぶ。JLPTに即した問題で練習しながら、出題
のパターンと解法をつかむ。

授業形式 講義： △ 演習： ○ 実習： 実技： ※　主たる方法：○　　その他：△

学習目標
（到達目標）

目標

具体的な課題解決に必要な情報を聞き取り、次に何をするのが適当か理解できる。

事前に示されている聞くべきことをふまえ、ポイントを絞って聞くことができる。

テキスト全体から話者の意図や主張などが理解できる。

質問などの短い発話を聞いて、適切な応答ができる。

長めのテキストを聞いて、複数の情報を比較・統合しながら、内容が理解できる。

テキスト・教材
参考図書

氏原庸子　清島千春　佐伯玲子　著　『Ｎ２聴解必修パターン』　Ｊリサーチ出版　2017年

授業計画

授業項目・内容 授業外学修指示

基礎編１～７
事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時間）
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

課題理解１～４
事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時間）
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

ポイント理解１７～２０
事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時間）
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

概要理解２１～２４
事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時間）
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

概要理解２５～２８
事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時間）
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

課題理解５～９

（１）授業の中で確認テストを実施する。（２）定期試験(筆記)を実施する。以上を下記の観点・割合で評価する。
成績評価基準は、Ａ(８０点以上)・Ｂ(７０点以上)・Ｃ（６０点以上）・Ｄ（５９点以下）とする。
評価は【日本語ⅠＣ（文法）】と合わせ、総合的に評価する。

事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時間）
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

課題理解１０～１３
事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時間）
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

ポイント理解１４～１６
事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時間）
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

態度・意欲

50%

即時応答２９～３７
事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時間）
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

即時応答３８～４６
事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時間）
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

統合理解４７～４９
事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時間）
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

統合理解５０～５２
事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時間）
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

模擬問題
事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時間）
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

模擬問題
事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時間）
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

確認テスト／フィードバック
学習した箇所を復習してください。（１時間）

○

言語情報 知的技能 運動技能

○

その他 評価割合

履修上の注意 各自、音声教材をダウンロードし、予習復習ができる環境を作ってください。

評価方法

50%定期試験 ○

確認テスト



専門学校麻生工科自動車大学校　シラバス

言語

情報

知的

技能

運動

技能

態度

意欲
その他

○

○

○

○

○

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

○

その他 評価割合

履修上の注意 各自、音声教材をダウンロードし、予習復習ができる環境を作ってください。

評価方法

50%定期試験 ○

確認テスト ○

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲

50%

統合理解４７～４９
事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時間）
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

統合理解５０～５２
事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時間）
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

模擬問題
事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時間）
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

模擬問題
事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時間）
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

確認テスト／フィードバック
学習した箇所を復習してください。（１時間）

復習
事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時間）
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

復習
事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時間）
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

（１）授業の中で確認テストを実施する。（２）定期試験(筆記)を実施する。以上を下記の観点・割合で評価する。
成績評価基準は、Ａ(８０点以上)・Ｂ(７０点以上)・Ｃ（６０点以上）・Ｄ（５９点以下）とする。
評価は【日本語ⅠＣ（文法）】と合わせ、総合的に評価する。

事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時間）
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

ポイント理解１４～１６
事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時間）
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

ポイント理解１７～２０
事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時間）
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

テキスト・教材
参考図書

氏原庸子　清島千春　佐伯玲子　著　『Ｎ２聴解必修パターン』　Ｊリサーチ出版　2017年

授業計画

授業項目・内容 授業外学修指示

基礎編１～７
事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時間）
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

課題理解１～７
事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時間）
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

概要理解２１～２４
事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時間）
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

概要理解２５～２８
事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時間）
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

即時応答２９～４６
事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時間）
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

課題理解８～１３

学習目標
（到達目標）

目標

具体的な課題解決に必要な情報を聞き取り、次に何をするのが適当か理解できる。

事前に示されている聞くべきことをふまえ、ポイントを絞って聞くことができる。

テキスト全体から話者の意図や主張などが理解できる。

質問などの短い発話を聞いて、適切な応答ができる。

長めのテキストを聞いて、複数の情報を比較・統合しながら、内容が理解できる。

対象学科・学年 国際自動車整備科１年

授業概要
JLPTの問題形式に合わせて、それぞれに必要なスキルを学ぶ。JLPTに即した問題で練習しながら、出題
のパターンと解法をつかむ。

授業形式 講義： △ 演習： ○ 実習： 実技： ※　主たる方法：○　　その他：△

科目名 日本語ⅠC（聴解・N２後半）

科目名（英）

単位数 ２/６単位 時間数 ３０/９０時間 担当者 日本語科教員

実施年度 ２０２２年度 実施時期 後期 担当者実務経験
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言語

情報

知的

技能

運動

技能

態度

意欲
その他

○ ○

○ ○

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

7章　６０～６３

7章　６４～６８

7章　６９～７２

※　主たる方法：○　　その他：△講義： △ 演習： ○ 実習： 実技：

事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時
間）

1章　５～８
事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時
間）

2章　９～１３
事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時
間）
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

2章　１４～１７
事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時
間）

2章　１８～２１
事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時
間）

科目名 日本語ⅠＣ（文法・Ｎ２前半）

科目名（英）

単位数 担当者

実施年度

授業形式

授業計画

テキスト・教材
参考図書

ＡＢＫ（アジア学生文化協会）　著　『TRY！日本語能力試験N２』　アスク出版　2013年

5章　４２～４７

対象学科・学年 国際自動車整備科１年

授業概要

日本語能力試験Ｎ２レベルの文法項目を学びます。例文を参考にしながら、意味や接続の形などを学び
ます。
文を作ったり、文章を読んだりしながら、その文法がどのように使われているかを知ります。
文法を学ぶことで、Ｎ２レベルの会話を聞いたり、文章を読んだりするための基礎力を高めます。

学習目標
（到達目標）

3章　２２～２５
事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時
間）

5章　３７～４１
事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時
間）

事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時
間）

6章　４８～５２

６章　５７～５９

8章　７３～７７

9章　７８～８２

9章　８３～８７

9章　８８～９１

10章　９２～９５

担当者実務経験

4章　３４～３６

事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時
間）

6章　５３～５６
事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時
間）

3章　２６～２９
事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時
間）

4章　３０～３３
事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時
間）

目標

授業項目・内容 授業外学修指示

1章　１～４

復習テスト

日本語科教員４/６単位

２０２２年度

時間数

実施時期

６０/９０時間

後期

10章　９６～９９

事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時
間）

復習テストに向けて復習をしておいてください。（１
時間）

事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時
間）

事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時
間）

事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時
間）

事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時
間）

事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時
間）

事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時
間）

事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時
間）

事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時
間）

事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時
間）

文の内容に合った文法形式かどうかを判断し、文を作ることができる。

Ｎ２レベルの文法知識を使って、意味が通る文を組み立てることができる。

事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時
間）
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25

26

27

28

29

30

履修上の注意

評価方法

（１）授業の中で復習テストを実施する。（２）定期試験(筆記)を実施する。以上を下記の観点・割合で評価す
る。
成績評価基準は、Ａ(８０点以上)・Ｂ(７０点以上)・Ｃ（６０点以上）・Ｄ（５９点以下）とする。
評価は【日本語ⅠＣ（聴解）】と合わせ、総合的に評価する。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

復習テスト ○

定期試験 ○ ○ 50%

50%○

授業計画

14章　１３２～１３９
事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時
間）

○

13章　１１９～１２４

13章　１２５～１３１

事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時
間）

事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時
間）

11章　１００～１０６

12章　１０７～１１２

事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時
間）

事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時
間）

事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時
間）

12章　１１３～１１８
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言語

情報

知的

技能

運動

技能

態度

意欲
その他

○ ○

○ ○

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

実施年度 ２０２２年度 実施時期 後期 担当者実務経験

科目名 日本語ⅠC（文法・N２後半）

科目名（英）

単位数 ４/６単位 時間数 ６０/９０時間 担当者 柴藤

対象学科・学年 国際自動車整備科１年

授業概要

日本語能力試験Ｎ２レベルの文法項目を学びます。例文を参考にしながら、意味や接続の形などを学びます。
文を作ったり、文章を読んだりしながら、その文法がどのように使われているかを知ります。
文法を学ぶことで、Ｎ２レベルの会話を聞いたり、文章を読んだりするための基礎力を高めます。
ＪＬＰＴの問題を多く解くことで、ＪＬＰＴの問題形式に慣れて、合格できる力を養成します。

授業形式 講義： △ 演習： ○ 実習： 実技： ※　主たる方法：○　　その他：△

学習目標
（到達目標）

目標

文の内容に合った文法形式かどうかを判断し、文を作ることができる。

Ｎ２レベルの文法知識を使って、意味が通る文を組み立てることができる。

総復習（「日本語能力試験対策Ｎ２文法模擬テスト」　Ｐａｒｔ１）
事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時間）
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

総復習（「日本語能力試験対策Ｎ２文法模擬テスト」　Ｐａｒｔ２）
事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時間）
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

授業計画

総復習（「N2文法スピードマスター」 ドリルA・B　）
事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時間）
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

総復習（「N2文法スピードマスター」 ドリルC　）
事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時間）
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

総復習（「N2文法スピードマスター」　実戦練習①）
事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時間）
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

総復習（「日本語能力試験対策Ｎ２文法模擬テスト」　模擬試験①）
事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時間）
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

総復習（「日本語能力試験対策Ｎ２文法模擬テスト」　模擬試験②）
事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時間）
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

総復習（「日本語能力試験対策Ｎ２文法模擬テスト」　模擬試験③）
事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時間）
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

総復習（「日本語能力試験対策Ｎ２文法模擬テスト」　Ｐａｒｔ３）
事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時間）
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

テキスト・教材
参考図書

遠藤ゆう子　著　遠藤由美子　監修「日本語能力試験対策Ｎ２文法総まとめ」「日本語能力試験対策Ｎ２文法模擬テスト」　三修社　2010年

渡邉亜子　白石和代　著「N2文法スピードマスター」　Ｊリサーチ出版　2011年

国書刊行会　「日本語能力試験直前対策N2文字・語彙・文法」

授業項目・内容 授業外学修指示

「日本語能力試験対策Ｎ２文法総まとめ」第9週5日目、第5週復習
教科書の該当範囲を読み、わからない用語等は調
べておくこと。（1時間）

「日本語能力試験対策Ｎ２文法総まとめ」第9週小テスト
確認テストを実施するので、復習しておくこと。（1時
間）

事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時間）
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

総復習（「日本語能力試験直前対策N2」 第1回　）
事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時間）
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

総復習（「日本語能力試験直前対策N2」 第2回　）
事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時間）
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

総復習（「N3文法スピードマスター」　実戦練習②）
事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時間）
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

総復習（「N2文法スピードマスター」　模擬試験①）
事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時間）
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

総復習（「N2文法スピードマスター」　模擬試験②）
事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時間）
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

総復習（「N2文法スピードマスター」　模擬試験③）

総復習（「日本語能力試験直前対策N2」 第6回　）
事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時間）
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

総復習（「日本語能力試験直前対策N2」 第7回　）
事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時間）
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

総復習（「日本語能力試験直前対策N2」 第8回　）
事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時間）
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

総復習（「日本語能力試験直前対策N2」 第3回　）
事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時間）
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

総復習（「日本語能力試験直前対策N2」 第4回　）
事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時間）
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

総復習（「日本語能力試験直前対策N2」 第5回　）
事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時間）
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

総復習（「日本語能力試験直前対策N2」 第9回　）
事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時間）
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

総復習（「日本語能力試験直前対策N2」 第10回　）
事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時間）
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）
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26

27

28

29

30

授業計画

総復習（「日本語能力試験直前対策N2」 第12回　）
事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時間）
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

総復習（「日本語能力試験直前対策N2」 第13回　）
事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時間）
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

総復習（「日本語能力試験直前対策N2」 第14回　）
事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時間）
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

総復習（「日本語能力試験直前対策N2」 第11回　）
事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時間）
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

50%

総復習（「日本語能力試験直前対策N2」 第15回　）
事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時間）
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

（１）授業の中で小テストを実施する。（２）定期試験(筆記)を実施する。以上を下記の観点・割合で評価する。
成績評価基準は、Ａ(８０点以上)・Ｂ(７０点以上)・Ｃ（６０点以上）・Ｄ（５９点以下）とする。
評価は【日本語ⅠＣ（聴解）】と合わせ、総合的に評価する。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他

履修上の注意

50%小テスト ○ ○ ○

評価方法 評価割合

定期試験 ○ ○
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言語

情報

知的

技能

運動

技能

態度

意欲
その他

〇 〇

〇 〇

〇 〇

〇 〇

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

N2能力試験対策
教科書の該当範囲を事前に読み、わからない用語
等は調べておくこと。（1時間）

総まとめN2語彙5週１日目2日目
教科書の該当範囲を事前に読み、わからない用語
等は調べておくこと。（1時間）

総まとめN2語彙5週3日目4日目
教科書の該当範囲を事前に読み、わからない用語
等は調べておくこと。（1時間）

総まとめN2語彙3週4週確認テスト
確認テストを実施するので、復習しておくこと。（1時
間）

N2能力試験対策
教科書の該当範囲を事前に読み、わからない用語
等は調べておくこと。（1時間）

N2能力試験対策
教科書の該当範囲を事前に読み、わからない用語
等は調べておくこと。（1時間）

総まとめN2語彙4週3日目4日目
教科書の該当範囲を事前に読み、わからない用語
等は調べておくこと。（1時間）

総まとめN2語彙4週5日目6日目
教科書の該当範囲を事前に読み、わからない用語
等は調べておくこと。（1時間）

総まとめN2語彙4週7日目
教科書の該当範囲を事前に読み、わからない用語
等は調べておくこと。（1時間）

総まとめN2語彙3週5日目6日目
教科書の該当範囲を事前に読み、わからない用語
等は調べておくこと。（1時間）

総まとめN2語彙3週7日目
教科書の該当範囲を事前に読み、わからない用語
等は調べておくこと。（1時間）

総まとめN2語彙4週1日目2日目
教科書の該当範囲を事前に読み、わからない用語
等は調べておくこと。（1時間）

総まとめN2語彙2週1日目2日目
教科書の該当範囲を事前に読み、わからない用語
等は調べておくこと。（1時間）

テキスト・教材
参考図書

・佐々木仁子　松本紀子　著　「日本語総まとめ　N２　語彙」　アスク出版　2010年

授業計画

授業項目・内容 授業外学修指示

総まとめN2語彙1週1日目2日目
教科書の該当範囲を事前に読み、わからない用語
等は調べておくこと。（1時間）

総まとめN2語彙1週3日目4日目
教科書の該当範囲を事前に読み、わからない用語
等は調べておくこと。（1時間）

総まとめN2語彙1週2週確認テスト
確認テストを実施するので、復習しておくこと。（1時
間）

総まとめN2語彙3週1日目2日目
教科書の該当範囲を事前に読み、わからない用語
等は調べておくこと。（1時間）

総まとめN2語彙3週3日目4日目
教科書の該当範囲を事前に読み、わからない用語
等は調べておくこと。（1時間）

総まとめN2語彙2週3日目4日目
教科書の該当範囲を事前に読み、わからない用語
等は調べておくこと。（1時間）

総まとめN2語彙2週5日目6日目
教科書の該当範囲を事前に読み、わからない用語
等は調べておくこと。（1時間）

総まとめN2語彙2週7日目
教科書の該当範囲を事前に読み、わからない用語
等は調べておくこと。（1時間）

学習目標
（到達目標）

目標

ひらがなで書かれたN２レベルの語を漢字で書くことができる。

N２レベルの漢字で書かれた語を読むことができる。

前後の文脈に合う語彙（N２レベル）を使うことができる。

ある語や表現を意味的に近い他の語や表現に置き換えることができる。

総まとめN2語彙1週5日目6日目
教科書の該当範囲を事前に読み、わからない用語
等は調べておくこと。（1時間）

総まとめN2語彙1週7日目
教科書の該当範囲を事前に読み、わからない用語
等は調べておくこと。（1時間）

対象学科・学年 国際自動車整備科１年

授業概要
能力試験N２合格を目標にN２レベルの語彙を理解し使うことができるようにする。語彙を増やし、読む・聴く・
話すための基礎を養成する。

授業形式 講義 △ 演習： 〇 実習： 実技： ※　主たる方法：○　　その他：△

実施年度 ２０２２年度 実施時期 後期 担当者実務経験

科目名 日本語ⅠD（語彙・N２前半）

科目名（英）

単位数 ４/６単位 時間数 ６０/９０時間 担当者 松本



専門学校麻生工科自動車大学校　シラバス

24

25

26

27

28

29

30

履修上の注意

評価方法

50%定期試験 ○ ○

評価割合

確認テスト 〇 〇 〇 50%

総まとめN2語彙5週6週確認テスト
確認テストを実施するので、復習しておくこと。（1時
間）

（１）授業の中で確認テストを３回実施する。（２）定期試験(筆記)を実施する。以上を下記の観点・割合で評価
する。
成績評価基準は、Ａ(８０点以上)・Ｂ(７０点以上)・Ｃ（６０点以上）・Ｄ（５９点以下）とする。
評価は【日本語ⅠＤ（読解 ）】と合わせ、総合的に評価する。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他

総まとめN2語彙6週3日目4日目
教科書の該当範囲を事前に読み、わからない用語
等は調べておくこと。（1時間）

総まとめN2語彙6週5日目6日目
教科書の該当範囲を事前に読み、わからない用語
等は調べておくこと。（1時間）

総まとめN2語彙6週7日目
教科書の該当範囲を事前に読み、わからない用語
等は調べておくこと。（1時間）

総まとめN2語彙5週5日目6日目
教科書の該当範囲を事前に読み、わからない用語
等は調べておくこと。（1時間）

総まとめN2語彙5週7日目
教科書の該当範囲を事前に読み、わからない用語
等は調べておくこと。（1時間）

総まとめN2語彙6週1日目2日目
教科書の該当範囲を事前に読み、わからない用語
等は調べておくこと。（1時間）

授業計画



専門学校麻生工科自動車大学校　シラバス

言語

情報

知的

技能

運動

技能

態度

意欲
その他

○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

実施年度 ２０２２年度 実施時期 後期 担当者実務経験

科目名 日本語ⅠＤ（語彙・Ｎ２後半）

科目名（英）

単位数 ４/６単位 時間数 ６０/９０時間 担当者 日本語科教員

教科書の該当範囲を事前に読み、わからない用語
等は調べておくこと。（1時間）

「日本語パワードリルＮ２文字語彙」２２～２４回

対象学科・学年 国際自動車整備科１年

授業概要
日本語能力試験Ｎ２の問題を数多く解くことで、試験の傾向や特徴をつかみ、Ｎ２に合格できる語彙力を養
成する。

授業形式 講義： △ 演習： ○ 実習： 実技： ※　主たる方法：○　　その他：△

集中トレーニング（副詞・慣用句）　/　確認テスト
確認テストを実施するので、復習しておくこと。（1時
間）

学習目標
（到達目標）

目標

漢字の読み方・書き方がわかる。

派生語や複合語を覚えて、使うことができる。

文に合った適切な言葉を選ぶことが出来る。

ある言葉や表現と意味的に近い言葉や表現を覚え、使うことができる。

集中トレーニング（動詞・擬音語）　/　確認テスト
確認テストを実施するので、復習しておくこと。（1時
間）

「日本語パワードリルＮ２文字語彙」７～９回
教科書の該当範囲を事前に読み、わからない用語
等は調べておくこと。（1時間）

テキスト・教材
参考図書

松浦真理子　鈴木健司　監修　『日本語パワードリルＮ２文字・語彙』　アスク出版　2010年

授業計画

授業項目・内容 授業外学修指示

「日本語パワードリルＮ２文字語彙」１～３回
教科書の該当範囲を事前に読み、わからない用語
等は調べておくこと。（1時間）

「日本語パワードリルＮ２文字語彙」４～６回
教科書の該当範囲を事前に読み、わからない用語
等は調べておくこと。（1時間）

集中トレーニング（接続語）　/　確認テスト
確認テストを実施するので、復習しておくこと。（1時
間）

「日本語パワードリルＮ２文字語彙」１９～２１回

「日本語パワードリルＮ２文字語彙」２５回　/　集中トレーニング（慣用
句）

教科書の該当範囲を事前に読み、わからない用語
等は調べておくこと。（1時間）

新聞・ニュースの語彙
授業で学んだ言葉・表現を復習すること（0.5時間）

「日本語パワードリルＮ２文字語彙」１０～１２回
教科書の該当範囲を事前に読み、わからない用語
等は調べておくこと。（1時間）

ある語が文の中でどのように使われるか理解し、使うことができる。

50%

(1)授業の中で確認テストを実施する。　(２)定期試験（筆記）を実施する。
以上を下記の観点・割合で評価する。
成績評価基準は、A（80点以上）・B（70点以上）・C（60点以上）・D（59点以下）とする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他

新聞・ニュースの語彙
授業で学んだ言葉・表現を復習すること（0.5時間）

教科書の該当範囲を事前に読み、わからない用語
等は調べておくこと。（1時間）

集中トレーニング（カタカナ語）　/　確認テスト
確認テストを実施するので、復習しておくこと。（1時
間）

「日本語パワードリルＮ２文字語彙」１３～１５回
教科書の該当範囲を事前に読み、わからない用語
等は調べておくこと。（1時間）

「日本語パワードリルＮ２文字語彙」１６～１８回
教科書の該当範囲を事前に読み、わからない用語
等は調べておくこと。（1時間）

履修上の注意

50%確認テスト ○ ○ ○

評価方法 評価割合

定期試験 ○ ○
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言語

情報

知的

技能

運動

技能

態度

意欲
その他

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

50%

50%

履修上の注意

定期試験 ○ ○

復習
確認テストを実施するので、復習しておくこと。（1時
間）

評価方法

（１）授業の中で小テストを実施する。（２）定期試験(筆記)を実施する。以上を下記の観点・割合で評価する。
成績評価基準は、Ａ(８０点以上)・Ｂ(７０点以上)・Ｃ（６０点以上）・Ｄ（５９点以下）とする。
評価は【日本語ⅠＤ（語彙）】と合わせ、総合的に評価する。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

確認テスト ○ ○ ○

対策編　第2章　実践練習（統合理解）
教科書の該当範囲を事前に読み、わからない用語
等は調べておくこと。（1時間）

対策編　第2章　実践練習（主張理解）
教科書の該当範囲を事前に読み、わからない用語
等は調べておくこと。（1時間）

対策編　第2章　実践練習（情報理解）
教科書の該当範囲を事前に読み、わからない用語
等は調べておくこと。（1時間）

対策編　第１章　対策準備
教科書の該当範囲を事前に読み、わからない用語
等は調べておくこと。（1時間）

対策編　第2章　実践練習（内容理解）：短文
教科書の該当範囲を事前に読み、わからない用語
等は調べておくこと。（1時間）

対策編　第2章　実践練習（内容理解）：中文
教科書の該当範囲を事前に読み、わからない用語
等は調べておくこと。（1時間）

教科書の該当範囲を事前に読み、わからない用語
等は調べておくこと。（1時間）

基礎編　第２章　長文B：エッセイ、小説、紀行文
教科書の該当範囲を事前に読み、わからない用語
等は調べておくこと。（1時間）

確認テスト　／フィードバック
教科書の該当範囲を事前に読み、わからない用語
等は調べておくこと。（1時間）

テキスト・教材
参考図書

・氏原庸子　清島千春　佐伯玲子　著　『N２読解必修パターン』　Jリサーチ出版

授業計画

授業項目・内容 授業外学修指示

基礎編　第1章　短文・中文：指示詞、事実関係
教科書の該当範囲を事前に読み、わからない用語
等は調べておくこと。（1時間）

基礎編　第1章　短文・中文：言葉の意味、話の展開
教科書の該当範囲を事前に読み、わからない用語
等は調べておくこと。（1時間）

基礎編　第1章　短文・中文：人物の気持ち、理由や根拠
教科書の該当範囲を事前に読み、わからない用語
等は調べておくこと。（1時間）

基礎編　第1章　短文・中文：全体の内容、筆者が言いたいこと
教科書の該当範囲を事前に読み、わからない用語
等は調べておくこと。（1時間）

基礎編　第1章　短文・中文：連絡文、情報検索
教科書の該当範囲を事前に読み、わからない用語
等は調べておくこと。（1時間）

基礎編　第２章　長文A：解説、論説

学習目標
（到達目標）

目標

複雑な文や文章の構造が理解できるようになる。

500字程度の中文を読み、内容の事実関係や筆者の考えなどを読み取ることができる。

900字程度の長文を読み、全体として伝えようとしている主張や意見がつかめる。

600字程度の複数の文章を読み比べて、比較したり統合したりしながら理解できる。

700字程度の広告やパンフレットを読んで、必要な情報を見つけることができる。

対象学科・学年 国際自動車整備科１年

授業概要
「指示詞」「主語述語」「比喩」など読解のストラテジーをテーマごとに学習し、読解の基礎力を固める。その
後、JLPTに即した様々な形式の問題で練習しながら、出題のパターンと解法をつかむ。

授業形式 講義： △ 演習： ○ 実習： 実技： ※　主たる方法：○　　その他：△

科目名 日本語ⅠD（読解・N２前半）

科目名（英）

単位数 ２/６単位 時間数 ３０/９０時間 担当者 小池

実施年度 ２０２２年度 実施時期 後期 担当者実務経験
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言語

情報

知的

技能

運動

技能

態度

意欲
その他

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

科目名 日本語ⅠD（読解・N２後半）

科目名（英）

単位数 ２/６単位 時間数 ３０/９０時間 担当者 日本語科教員

実施年度 ２０２２年度 実施時期 後期 担当者実務経験

対象学科・学年 国際自動車整備科１年

授業概要 前期で学習した読解のストラテジーを意識しながら、Ｎ２レベルの様々な文章を読み、読解力の向上を図る。

授業形式 講義： △ 演習： ○ 実習： 実技： ※　主たる方法：○　　その他：△

学習目標
（到達目標）

目標

複雑な文や文章の構造が理解できるようになる。

500字程度の中文を読み、内容の事実関係や筆者の考えなどを読み取ることができる。

900字程度の長文を読み、全体として伝えようとしている主張や意見がつかめる。

600字程度の複数の文章を読み比べて、比較したり統合したりしながら理解できる。

700字程度の広告やパンフレットを読んで、必要な情報を見つけることができる。

テキスト・教材
参考図書

・小林ひとみ　桑原里奈　木林理恵　著　『N２読解スピードマスター』　Jリサーチ出版　2011年

授業計画

授業項目・内容 授業外学修指示

内容理解　短文　１～４
教科書の該当範囲を事前に読み、わからない用語
等は調べておくこと。（1時間）

内容理解　短文　５～８
教科書の該当範囲を事前に読み、わからない用語
等は調べておくこと。（1時間）

内容理解　短文　９～１２
教科書の該当範囲を事前に読み、わからない用語
等は調べておくこと。（1時間）

内容理解　中文　１～３
教科書の該当範囲を事前に読み、わからない用語
等は調べておくこと。（1時間）

内容理解　中文　４～６
教科書の該当範囲を事前に読み、わからない用語
等は調べておくこと。（1時間）

内容理解　中文　７～１０
教科書の該当範囲を事前に読み、わからない用語
等は調べておくこと。（1時間）

統合理解　１～３
教科書の該当範囲を事前に読み、わからない用語
等は調べておくこと。（1時間）

主張理解　長文　１～２
教科書の該当範囲を事前に読み、わからない用語
等は調べておくこと。（1時間）

主張理解　長文　３～４
教科書の該当範囲を事前に読み、わからない用語
等は調べておくこと。（1時間）

情報検索　１～３
教科書の該当範囲を事前に読み、わからない用語
等は調べておくこと。（1時間）

第1回模擬試験①
教科書の該当範囲を事前に読み、わからない用語
等は調べておくこと。（1時間）

第1回模擬試験②
教科書の該当範囲を事前に読み、わからない用語
等は調べておくこと。（1時間）

第2回模擬試験①
教科書の該当範囲を事前に読み、わからない用語
等は調べておくこと。（1時間）

第2回模擬試験②
教科書の該当範囲を事前に読み、わからない用語
等は調べておくこと。（1時間）

復習
教科書の該当範囲を事前に読み、わからない用語
等は調べておくこと。（1時間）

評価方法

（１）定期試験を実施する。以上を下記の観点・割合で評価する。
成績評価基準は、Ａ(８０点以上)・Ｂ(７０点以上)・Ｃ（６０点以上）・Ｄ（５９点以下）とする。
評価は【日本語ⅠＤ（語彙 ）】と合わせ、総合的に評価する。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

定期試験 ○ ○ 100%

履修上の注意
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言語

情報

知的

技能

運動

技能

態度

意欲
その他

〇

〇

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

履修上の注意

評価方法

モデル会話の音読・表現復習（0.5時間）

７課：アポイントをとる②（会話練習）
モデル会話の音読・表現復習（0.5時間）

７課：アポイントをとる③（ロールプレイ）
モデル会話の音読・表現復習（0.5時間）

７課：アポイントをとる④（ロールプレイ・コラム）
モデル会話の音読・表現復習（0.5時間）

評価割合

ロールプレイ発表 〇 〇 ○ 100%

８課：訪問する④（ロールプレイ・コラム）
モデル会話の音読・表現復習（0.5時間）

(1)授業の中でのロールプレイの発表
以上を下記の観点・割合で評価する。
成績評価基準は、A（80点以上）・B（70点以上）・C（60点以上）・D（59点以下）とする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他

授業計画

授業項目・内容 授業外学修指示

５課：頼む・断る①（目的・クイズ・表現・ことば・談話）
モデル会話の音読・表現復習（0.5時間）

５課：頼む・断る②（会話練習）
モデル会話の音読・表現復習（0.5時間）

６課：許可をもらう③（ロールプレイ）
モデル会話の音読・表現復習（0.5時間）

６課：許可をもらう④（ロールプレイ・コラム）
モデル会話の音読・表現復習（0.5時間）

７課：アポイントをとる①（目的・クイズ・表現・ことば・談話）
モデル会話の音読・表現復習（0.5時間）

５課：頼む・断る③（ロールプレイ・コラム）
モデル会話の音読・表現復習（0.5時間）

６課：許可をもらう①（目的・クイズ・表現・ことば・談話）
モデル会話の音読・表現復習（0.5時間）

６課：許可をもらう②（会話練習）
モデル会話の音読・表現復習（0.5時間）

８課：訪問する①（目的・クイズ・表現・言葉）
モデル会話の音読・表現復習（0.5時間）

８課：訪問する②（会話練習）
モデル会話の音読・表現復習（0.5時間）

８課：訪問する③（ロールプレイ）

学習目標
（到達目標）

目標

ビジネスシーンでの適切なことば・表現を使うことができる。

ビジネスシーンでの敬語表現・マナーに注意して、コミュニケーションをとることが出来る。

テキスト・教材
参考図書

宮崎道子　郷司幸子　著　『日本語で働く！ビジネス日本語３０時間』　スリーエーネットワーク　2009年

対象学科・学年 国際自動車整備科１年

授業概要
ビジネスシーンを具体的にとりあげ、各シーンにおける対応を紹介することで学習者の日本におけるビジネ
スへの理解を深める。　また各シーンをロールプレイ練習することで、シーンにあった敬語表現や、ビジネス
マナーの基本を身につけることを目指す。

授業形式 講義： △ 演習： ○ 実習： 実技： ※　主たる方法：○　　その他：△

実施年度 ２０２２年度 実施時期 後期 担当者実務経験

科目名 ビジネス日本語ⅠB

科目名（英）

単位数 ２単位 時間数 ３０時間 担当者 小池
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言語

情報

知的

技能

運動

技能

態度

意欲
その他

○ ○

○ ○

○ ○

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

実施年度 ２０２２年度 実施時期 後期 担当者実務経験

科目名 応用日本語ⅠB（Ｎ２前半）

科目名（英）

単位数 ４単位 時間数 ６０時間 担当者 日本語科教員

対象学科・学年 国際自動車整備科１年

授業概要
ＪＬＰＴと同様の形式の問題を数多く解いて、Ｎ２に合格できる力を養成します。
読解と聴解の問題が中心ですが、他の授業で学習した語彙や文法がどのように使われているかにも注目し
て、学習を進めます。模擬試験を実施して、試験に慣れると同時に、自分の現在のレベルをチェックします。

授業形式 講義： △ 演習： ○ 実習： 実技： ※　主たる方法：○　　その他：△

学習目標
（到達目標）

目標

文章の構造や指示語が何を示しているか理解できる。

一般的な話題について書かれた文章について大意を掴むことができる。

一般的な話題に関する会話やモノローグを聞いて、話の流れや表現が理解できる。

【聴解】ポイント理解　第1回　／　【読解】　内容理解　短文
事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時間）
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

【聴解】ポイント理解　第2回　／　【読解】　内容理解　短文
事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時間）
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

【聴解】概要理解　第1回　／　【読解】　内容理解　短文
事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時間）
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

テキスト・教材
参考図書

・星野恵子　辻和子　著　『ドリル＆ドリル　N2　聴解･読解』　UNICOM　2010年

授業計画

授業項目・内容 授業外学修指示

【聴解】課題理解　第1回　／　【読解】　内容理解　短文
事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時間）
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

【聴解】課題理解　第2回　／　【読解】　内容理解　短文
事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時間）
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

【聴解】統合理解　　／　【読解】　内容理解　短文
事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時間）
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

【聴解】統合理解　　／　【読解】　内容理解　短文
事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時間）
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

模擬試験
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

【聴解】概要理解　第2回　／　【読解】　内容理解　短文
事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時間）
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

【聴解】即時応答　第1回　／　【読解】　内容理解　短文
事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時間）
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

【聴解】即時応答　第２回　／　【読解】　内容理解　短文
事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時間）
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

模擬試験
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

【聴解】課題理解　第3回　／　【読解】　情報検索
事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時間）
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時間）
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時間）
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時間）
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時間）
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

【聴解】課題理解　第4回　／　【読解】　情報検索

【聴解】　即時応答　第３回　／　【読解】　内容理解　中文

【聴解】　即時応答　第4回　／　【読解】　内容理解　中文

【聴解】　統合理解　第3回　／　【読解】　内容理解　中文

学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時間）
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時間）
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時間）
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時間）
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

【聴解】ポイント理解　第3回　／　【読解】　主張理解

【聴解】ポイント理解　第4回　／　【読解】　主張理解

模擬試験

模擬試験

【聴解】　概要理解　第3回　／　【読解】　主張理解

【聴解】　概要理解　第4回　／　【読解】　内容理解　中文
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授業計画

【聴解】　統合理解　第5回　／　【読解】　復習
事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時間）
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

【聴解】　統合理解　第4回　／　【読解】　統合理解

【聴解】課題理解　第5回　／　【読解】　統合理解

【聴解】ポイント理解　第5回　／　【読解】　復習

【聴解】　概要理解　第5回　／　【読解】　復習
事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時間）
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

【聴解】　即時応答　第5回　／　【読解】　復習
事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時間）
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時間）
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

評価方法 知的技能 運動技能 態度・意欲

模擬試験 ○ ○

その他

【聴解】　復習　　／　【読解】　復習

（１）授業の中で模擬試験を2回実施する。以上を下記の観点・割合で評価する。
成績評価基準は、Ａ(８０点以上)・Ｂ(７０点以上)・Ｃ（６０点以上）・Ｄ（５９点以下）とする。

言語情報

履修上の注意

評価割合

○ 100%

事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時間）
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時間）
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時間）
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）
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言語

情報

知的

技能

運動

技能

態度

意欲
その他

○ ○

○ ○

○ ○

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時間）
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時間）
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時間）
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時間）
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時間）
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

Ｎ２演習　文字語彙③

Ｎ２演習　文法③

Ｎ２演習　聴解③-1

Ｎ２演習　聴解③-2

Ｎ２演習　読解③-1

Ｎ２演習　読解③-2

事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時間）
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

Ｎ２演習　読解②-2
事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時間）
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

模擬試験
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時間）
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

模擬試験

模擬試験

模擬試験

Ｎ２演習　文字語彙④

Ｎ２演習　読解①-1
事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時間）
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

テキスト・教材
参考図書

・筒井由美子　大村礼子　沼田宏　著　『ＪＬＰＴ　Ｎ２ベスト模試』　ジャパンタイムズ　2019年
・千駄ヶ谷日本語教育研究所　著　『日本語能力試験　Ｎ２　模擬テスト』　スリーエーネットワーク　2013年

授業計画

授業項目・内容 授業外学修指示

Ｎ２演習　文字語彙①
事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時間）
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

Ｎ２演習　文法①
事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時間）
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

Ｎ２演習　聴解②-1
事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時間）
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

Ｎ２演習　聴解②-2
事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時間）
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

Ｎ２演習　読解②-1
事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時間）
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

Ｎ２演習　読解①-2
事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時間）
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

Ｎ２演習　文字語彙②
事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時間）
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

Ｎ２演習　文法②
事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時間）
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

学習目標
（到達目標）

目標

文章の構造や指示語が何を示しているか理解できる。

一般的な話題について書かれた文章について大意を掴むことができる。

一般的な話題に関する会話やモノローグを聞いて、話の流れや表現が理解できる。

Ｎ２演習　聴解①-1
事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時間）
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

Ｎ２演習　聴解①-2
事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時間）
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

対象学科・学年 国際自動車整備科１年

授業概要
ＪＬＰＴと同様の形式の問題を数多く解いて、Ｎ２に合格できる力を養成します。
読解と聴解の問題が中心ですが、これまで学んだ語彙や文法がどのくらい身についているかを確認しなが
ら、学習を進めます。模擬試験を実施して、試験に慣れると同時に、自分の現在のレベルを確認します。

授業形式 講義： △ 演習： ○ 実習： 実技： ※　主たる方法：○　　その他：△

実施年度 ２０２２年度 実施時期 後期 担当者実務経験

科目名 応用日本語ⅠB（Ｎ２後半）

科目名（英）

単位数 ４単位 時間数 ６０時間 担当者 日本語科教員
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事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時間）
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時間）
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時間）
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

復習
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

履修上の注意

評価割合

○ 100%

学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

評価方法 知的技能 運動技能 態度・意欲

模擬試験 ○ ○

その他

Ｎ２演習　読解④-2
事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時間）
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

Ｎ２演習　文法④

Ｎ２演習　聴解④-1

Ｎ２演習　聴解④-2

Ｎ２演習　読解④-1

復習

（１）授業の中で模擬試験を2回実施する。以上を下記の観点・割合で評価する。
成績評価基準は、Ａ(８０点以上)・Ｂ(７０点以上)・Ｃ（６０点以上）・Ｄ（５９点以下）とする。

言語情報

事前に指定した箇所を予習してください。（0.5時間）
学習した箇所を復習してください。（0.5時間）

授業計画


